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　協和支部では、毎年行われていた「敬老のつどい」のイベントが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、2年
連続で中止となってしまいました。しかし、楽しみにしてくださっている高齢者の皆様に何か出来ないだろうかと模
索した結果、「プレゼント」の贈呈を企画いたしました。今まで「敬老のつどい」で表彰していた『90歳以上』の皆
様を対象に希望者を募り、『お菓子の詰合せ』と世代を超えた交流として『小学生からのお手紙』を添えてお届けし
ました。　【小栗 47名、新治 86名、古里 63名、計 196名】
　尚、今回の事業に当り、希望者の取りまとめ及び配布にあたり、協和地区自治会長の皆様に大変ご尽力を賜り、無
事「プレゼント」贈呈を成功させる事が出来ました。また、事業に携わって頂いた沢山の皆様に、この場をお借りし
て心から厚く御礼申し上げます。
　コロナ禍で寂しい思いをしている高齢者の方々に、ほんの少し癒しをお届け出来たと思います。

祝敬老のつどい『プレゼント』贈呈敬老のつどい『プレゼント』贈呈（10月中旬）（10月中旬）

　令和 3年度の筑西市社会福祉協議会協和支部に対しましては、御理解、御協力を賜りまして
感謝申し上げます。新型コロナウイルス感染症が発生して、3年目になりました。昨年の 8月
にはデルタ型が感染のピークになり、10月、11月はようやく落ち着き安心もつかの間、1月
にはオミクロン型が猛威を奮い危機的感染状況になり、誰もが不安を感じている事と思います。
基本的感染防止対策を徹底して生活しなければなりません。
　社会福祉協議会協和支部の令和 3年度総会は、前年度に引き続き書面での総会に切り替え事
業や予算の承認を頂きました。敬老のつどいをはじめ専門部の事業も一部中止とさせて頂きま
した。10月には、90歳以上の皆さんに、箱入りの菓子と各小学校の児童の皆さんにお願いし

て、心のこもった手紙を一緒に 196名の方にお届けし大変喜んで頂く事が出来たと思います。この事業には、自治
会長様、福祉推進員、児童の皆様に御協力を頂きまして事業を進める事ができ誠に有難うございました。
　令和 2年度の予算で敬老のつどい事業の備品として、大鍋、蒸かし器一式を購入しました。11月 22 日に試運
転を兼ねた災害時の炊き出し訓練を福祉推進員の皆様にお集まりを頂き実施しました。地域の皆様方には、ふれあ
い事業等にご利用頂きたいと思います。
　新型コロナウイルス感染症の 1日も早い終息を願いながら、次年度も協和支部社会福祉事業を進めたいと思いま
す。地域の皆様や各関係機関、福祉推進員の皆様方の御指導、御協力を宜しくお願いします。

支部長あいさつ　潮田 定重   

小栗小学校小栗小学校 新治小学校新治小学校

古里小学校古里小学校

お手紙お手紙 贈呈品贈呈品

協和地区の小学校 1 ～ 3 年生の 協和地区の小学校 1 ～ 3 年生の 
児童の皆様、心温まるお手紙（288 通） 児童の皆様、心温まるお手紙（288 通） 

ありがとうございました！ありがとうございました！

90歳以上の皆様おめでとうございます90歳以上の皆様おめでとうございます 90歳以上の希望者90歳以上の希望者
196名にお届けしました196名にお届けしました
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児童福祉部の活動児童福祉部の活動

障害者福祉部の活動障害者福祉部の活動

高齢者福祉部の活動高齢者福祉部の活動

児童福祉部長
 橋本 　勲

障害者福祉部長
 松原 謙一

高齢者福祉部長
 塚越 光吉

自主研修会

自主研修会

　児童福祉部では、7月 8日に部員研修会を実施しました。内容は竹トンボの作り方と飛ばし方の実技研修です。
竹をナイフで丁寧に削ってバランスの微調整をしたり、羽根と軸を直角に組み立てたり、一生懸命に努力してよく
飛ぶ竹とんぼを作り上げました。そして自分で作った竹トンボを使って飛ばし方の工夫もしました。飛距離をのば
すにはどうすれば良いか、高く飛ばすためにはどうすれば良いのか、工夫をしながらとても楽しく生き生きとした
研修ができました。
　私たち児童福祉部では、ここで研修した内容を基にして今年度も地域の子ども達と大人たちと或いは親子で有意
義な体験活動を予定していましたがコロナ感染拡大防止のため研修会だけとなりました。

　昨年同様、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、今年度も、学校内での協力や障害者福祉施設等の訪問研修も
リスクを考慮し実施しませんでした。
　今年は、1年遅れの東京2020パラリンピックが開催されました。協和特別支援学校の御協力を頂き、障害者スポー
ツのひとつである「ボッチャ」というボール競技を体験することが出来ました。ボールを投げるだけの単純なもの
でしたが、思考力を求められる奥深い競技でした。
　認知症を正しく理解する為、「認知症サポーター養成講座」と手話ボランティアの方々のご指導で「手話講習会」
を開催しました。症状は色々あり一人ひとり異なるとの事でした。手話で自己紹介したり、皆さんで「幸せなら手
をたたこう」を歌い踊りました。マスク着用でしたので表情が掴めず難しい体験でした。

　高齢者福祉部長の塚越と申します。新型コロナウイルス感染拡大防止の為、「グラウンドゴルフ大会」や「芸能発
表会」などの行事が軒並み中止となってしまいました。今年度は残念ながら活動が出来ませんでした。これからも
地域活動については部員と共に進めていきたいと思います。

包丁なら得意なんだけど・・・包丁なら得意なんだけど・・・

パラリンピックでお馴染みの「ボッチャ」パラリンピックでお馴染みの「ボッチャ」

竹とんぼ完成！！竹とんぼ完成！！

「 昨日の夜ごはんは「 昨日の夜ごはんは
 何食べたか覚えてますか？」 何食べたか覚えてますか？」

ケガに気をつけて・・・ケガに気をつけて・・・

手話で「I Love You」手話で「I Love You」

◆ よ く 飛 ぶ 竹 ト ン ボ 作 り

◆認知症サポーター養成講座 ◆手話講習会◆ボッチャ講習会
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◆役員会

講師
赤十字奉仕団 協和支部
 代表　田中 照子

福祉推進員の活動福祉推進員の活動
非常時の炊き出し訓練
　世界中がコロナ禍の中、令和 3年 11 月 22 日小雨降る肌寒い日、なぜか 11年前の 3・11 を思い出しました。
支部社協では、この度大鍋一式を購入し、試験運転を兼ね災害時の非常食作りをする事になりました。日赤茨城県
支部の支援を受け炊き出し訓練をしました。
　炊き出し用の袋に分量の米と水を入れ、輪ゴムで止め沸騰した湯の中で 25分煮て炊き上がったら 10分蒸らして
出来上がり。災害時、一度に沢山均一の量で衛生的に、お箸・食器が無くても食べられるという物です。避難所に
居る大勢の人に温かいご飯を配布する事が出来ます。温かいご飯にレトルトカレー、蒸かし芋などを試食して大変
美味しかったです。

※非常時の炊き出し訓練は、非常に勉強になりました。今後も継続して実施して行きたいと思います。

※倉庫（備品）整理

【執行部会議】【執行部会議】 【役員会議（執行部・理事）】【役員会議（執行部・理事）】

倉庫の片付け完了倉庫の片付け完了
専用の袋でお米を煮ると 専用の袋でお米を煮ると 

ご飯が炊けるのですご飯が炊けるのです 筑西市産の紅あずま筑西市産の紅あずま

袋にお米を入れて・・・袋にお米を入れて・・・ 順番に並んで・・・順番に並んで・・・

カレーライス完成カレーライス完成
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～社会福祉協議会協和支部～　～社会福祉協議会協和支部～　お礼とご報告お礼とご報告
　毎年 10月 1日から一斉に展開される「赤い羽根共同募金」と、企業や個
人の皆様による「大口募金」の一部は、支部社協の活動資金として大切に活
用させていただいております。
　今年度も、温かい善意が寄せられましたことを、ここにご報告とお礼を申
し上げます。

支部活動資金：市社会福祉協議会より
★赤い羽根共同募金（協和地区実績額の 50％）� 828,000 円
★大口募金　　　　（協和地区実績額の 20％）� 26,000 円
　　　　　　　　　　　　助成金合計� 854,000 円

★高齢者クラブ協和支部　工芸部（しめ縄作り）� 様　・・・・・� 10,000 円

令和 3年度　社会福祉協議会協和支部事業活動報告令和 3年度　社会福祉協議会協和支部事業活動報告
期　日 時　間 事　　業　　内　　容 備　　考

4月14日 10:00～ 会計監査 ・�令和 2年度の会計監査を実施（会計・事務局） 支部長・監事・他（6名）

4月14日 13:30～ 執行部会議 ・�令和 3年度総会について、その他 執行部役員（8名）

5月19日 13:00～ 執行部会議 ・�各団体への福祉推進員の推薦依頼について、他 執行部役員（8名）

5月19日 13:30～ 役員会議 ・�令和 3年度総会資料の確認、その他
　※総会は、コロナ禍のため断念、書類審査に変更 役員〔理事〕（20名）

6月 1日 10:00～ 執行部会議 ・�総会資料の最終確認、書面審査依頼発送、他 執行部役員（8名）

6月29日 9:30～ 障害者福祉部会 ・�部内会議：事業計画について 障害者福祉部員

7月 7日 10:00～ 執行部会議 ・�総会、書面決議の報告、その他 執行部役員（8名）

7月 8日 9:00～ 児童福祉部会 ・�自主研修会 :よく飛ぶ竹トンボ作り 児童福祉部員（9名）

7月 9日 10:00～ 役員会議

・�功労者表彰（4名 :小島とし様、横田健様、兼村清
雄様、舘野恒男様）

役員〔理事〕（20名）
・�敬老のつどい事業の開催について（検討）
　※コロナ禍のため断念、「プレゼント」贈呈に変更

7月21日 10:00～ 執行部会議 ・�敬老のつどい代替事業について（検討）
　※「プレゼント」配布の実施方法等について検討 執行部役員（8名）

8月 2日 10:00～ 女性役員 ・�プレゼント選定 女性役員（8名）

8月 6日 10:00～ 男性役員 ・�プレゼントの回覧文書準備 男性役員（3名）

9月10日 13:30～ 執行部会議 ・�敬老のつどい代替事業「プレゼント」贈呈について 執行部役員（8名）

10月 中旬 「随時」 推進員（配達） ・�敬老のつどい代替事業「プレゼント」自治会長様への配布 推進員⇒自治会長様

10月20日 13:30～ 障害者福祉部会 ・�自主研修会 :ボッチャ講習会 障害者福祉部員（11名）

10月25日 13:30～ 執行部会議 ・�敬老のつどい代替事業報告、その他
・�大鍋の点検、支部備品の整理について 執行部役員（8名）

11月22日 9:30～ 推進員研修会 ・�災害時の炊き出し訓練
・�支部の敬老のつどい用備品整理、台帳作成 参加者 24名（推進員）

12月 2日 10:00～ 障害者福祉部会 ・�自主研修会 :認知症サポーター養成講座・手話講習会 障害者福祉部員（7名）

1月19日 10:30～ 執行部会議 ・�炊き出し訓練の報告、支部備品の貸出しについて 執行部役員（8名）

3月 3日
9:00～ 広報・調査部会 ・�部会 :広報紙の発行について（原稿チェック） 広報・調査部（10名）

10:30～ 執行部会議 ・�きょうわだより第 14号の発行について
・�令和 4年度執行部会役員改選（選出）について 執行部役員（8名）

3月22日 10:00～ 広報・調査部会 ・�広報紙の「校正」について 広報・支部長（5名）
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部会名 部長 ･ 副部長氏名 委　　員　　氏　　名

広報・調査部

（14名）

部長 舘野　隆信 潮田　定重 飯村とし子 枝　　好則 中丸千代子 増渕　俊夫 飯島　智治

副部長
岩渕　伊市 深谷　　毅 岩渕　幹夫 亀田　正憲 水越　好文 鈴木　重衛

高島　義行

児童福祉部

（19名）

部長 橋本　　勲 国府田秀夫 菅谷　康博 大久保光子 関口　和子 田中　照子 廣瀬　仁司

副部長
塚田　典夫 大木　良子 川澄小夜子 中島　順子 岩本まり子 大竹美佐江 中川　貴子

岩渕　和子 内田　光江 小島とし子 小林　照江 荒山　孝子

障害者福祉部

（19名）

部長 松原　謙一 大久保芳雄 篠田紀代一 袖山　桂子 吉田　節子 石島　正典 市村　克美

副部長
田﨑　秀實 緒方ハナ子 飯村　佳子 小島　　要 岩島　芳子 鈴木てる子 小島やゆ子

藤田　光子 薄　　　猛 大久保幸一 中野栄美子 川澄　典子

高齢者福祉部

（31名）

部長 塚越　光吉 杉山　京子 金澤　良司 飯島　禮子 廣瀬　民子 浦井　和子 関　　豊子

副部長
下条　力男 中原ちづ子 枝　　章子 増渕　静江 大畑　恵子 飯島　房江 大倉　洋子

安達　正包 塚田　幹男 菊池まき子 清水志津江 松葉とし子 大木　時子 野辺　悦子

大森　治雄 藤田　律子 大谷トモ子 奥澤登喜雄 海老原千恵子 戸頃　芳恵

兼村佳津江 高坂　幸子 市村千恵子 谷島しず江

協和支部組織図

支 部 長（１名）

理　事（12 名）

副支部長（３名）

会　計（２名） 監　事（２名）

福 祉 推 進 員
（８３名）

会　　員
協和地区の居住者、

本会の目的に賛同する
（個人・団体・法人）

広報・調査部（14 名）
児 童 福 祉 部（19 名）
障害者福祉部（19 名）
高齢者福祉部（31 名）

「はんどちゃん」
“愛の手”“心の手”
ひとりひとりの参加から
福祉コミュニティづくり
県民運動キャラクター

役職名 氏　　　　　　　　　　　　名
支 部 長 潮田　定重
副 支 部 長 大久保芳雄 増渕　俊夫 田中　照子

理 事
松原　謙一 岩渕　伊市 中丸千代子 藤田　光子 清水志津江 塚越　光吉
橋本　　勲 塚田　典夫 飯島　智治 廣瀬　民子 鈴木てる子 枝　　好則

会 計 杉山　京子 菊池まき子
監 事 国府田秀夫 舘野　隆信

協和支部　専門部会名簿（福祉推進員・83 名）

協和支部　役員名簿

編集
後記

広報・調査部

広報委員会広報委員会

　今年度もコロナで始まり、コロナで終ってしまいました。コロナ禍
の中で全ての行事が中止となり、ご報告する内容も少なくなりました
が、関係各位のご協力により「第 14号」の発行が出来ます事、厚く
御礼申し上げます。今後も皆さんに喜んで頂けるような広報紙の発行
に努めて参りますので、ご支援ご指導をよろしくお願い致します。

広報・調査部長　
 舘野 隆信
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　令和 2年度は、「敬老のつどい」の名物とも言える「とん汁」をより美味しく提供できるよう大鍋を購入
しました。そして令和 3年度は、『新型コロナウイルスが終息した折には、地域の皆様にも是非活用して頂
きたい！』と、貸出しに向けて準備を進めて参りました。令和 4年度から、自治会・子ども会・スポーツ団
などに無料貸出を開始いたします。お気軽に協和ふれあいセンターまでお問い合わせ下さい。

※敬老のつどい用備品貸出し� 備品貸出に関するお問合せ　電話�57－3888

特注の台と4連のリングバーナー特注の台と4連のリングバーナー

蒸し器は、赤飯150人分が一度に作れます。蒸し器は、赤飯150人分が一度に作れます。
2セットあるので最大300人分作れます。2セットあるので最大300人分作れます。

豚汁400人分 ・ カレー900人分が作れます。豚汁400人分 ・ カレー900人分が作れます。
直径100cm　　満水量180ℓ直径100cm　　満水量180ℓ

アルミの蓋・しゃもじ・ひしゃくもあります。アルミの蓋・しゃもじ・ひしゃくもあります。

◆地域ふれあい事業等への備品貸出し開始◆地域ふれあい事業等への備品貸出し開始

こんな備品があります!!こんな時にも使えます！
　子ども会で芋煮会をしたい、スポーツ大会で豚汁
を作りたい、イベントでちゃんこ鍋を作りたい・・・
など。
　協和地区の皆さんで活用して楽しい思い出を作っ
て下さい！�災害時の炊き出しにも活用できます。

・大鍋一式（180ℓ）
・蒸し器（36cm・2段）
・テント、ゴザ
・ブルーシート
・ポリバケツ（フタ付）
・紅白幕など・・・ 豚汁作りの様子豚汁作りの様子


